
福祉体験学習 
 21 日に１年生による「福祉体験学習」がありました。この 

学習は毎年、1 年生がいろんな立場の人の気持ちを考えられる 

ように取り組んでいます。今年度も３つの学習を行いました。 

‘車いす体験’ ‘高齢者疑似体験’ ‘ユニバーサルデザイン 

の学習’です。車いす体験は、一人ひとりが車いすに乗って校内を実際に移動する体験です。

港中学校は昨年様々な工事を行い、一般社会より学校全体のバリアフリーがかなり進んでい

ます。ですから体験では、あえて段差があるところや、わざわざざら板に乗るような体験も

しました。高齢者疑似体験は、身体に器具を装着し、身体の動きを制限し、特別なめがねを             

かけて視界を狭くする体験です。足が動きにくかったり、腰が曲が

ったり、視界が狭いと少しの段差や階段や物が見えづらくなったり

します。ユニバーサルデザインの学習では、「バリアフリー」と同

じで、一部の人のためにあるのではなく、誰もがあると助かったり、

便利であるためにつくられているということを学びました。例えば、 

ペットボトルの容器は円柱（どこもきれいに丸く、へこみやでこぼこがない）だと手が滑っ

たり、持ちにくかったりします。そこででこぼこをつけたり、あえてへこみをつけたりする

ことで持ちやすく滑りにくくなっています。このようなことを今回は学習しました。以下に

は生徒の感想を一部掲載します。                   

・健常者にとっては何も気にしない段差や溝が危険で怖いと思った。 

・車いすに乗ったまま、トイレのドアが開けられない。１人でいけ 

ない。 

・車いすと壁や扉で手を挟みそうになった。 

・スロープを下ると、意外とスピードが出て怖かった。 

・車いすで曲がるのは難しく、腕が疲れた。 

・腰や足が痛い。移動しにくかった。 

・高いところや低いところのものがとりにくい。高齢者の人に手助けをしようと思った。 

・耳にヘッドフォンをしていたので、音が聞こえなくて不安になった。 

・近くに人がいないと不安。誰かに手を引いてもらうと、安心して 

歩く事ができた。 

・バリアフリーとは違って、誰でも自由に使えるものだと知った。 

・点字ブロックの自転車はどけようと思った。 

・誰でもが便利になるバリアフリーが広まるといいと思う。 

このような感想を書いてくれました。体験してみないとわからないことがあり、体験したこ

とで感じ方や考え方に新たな発見があったと重います。これからは感じたことを実行に移せ

るといいですね。 

伊勢市立港中学校 №22 

 H３１．２．２８ 

校長  金森 晃生 



新入生説明会開催 
 16 日に平成 31 年度入学予定の児童、保護者にむけて学校説明会を行いました。次年度新入

生は 83 人を予定しています。当日は学校の教育課程（教科や特別な活動など）、生活のきま

り、その他連絡等を話しました。その後、児童のみなさんに中学校の校舎見学と授業参観を

してもらいました。小学校とは雰囲気の異なる授業だったことでしょう。４月から元気に登

校してくれることを楽しみにしています。 

～ 生徒のみなさんへ ～ 

あなたのそして他の人の命を守っていますか？ 

テレビや新聞などで交通事故のニュースを最近よく見かけます。これまでも毎日のように

交通事故のニュースはありました。しかし、最近自転車と歩行者の交通事故のニュースが報

道されています。この報道のきっかけは 2013 年に「道路交通法」の改正があり、自転車が車

として扱われることが示され、原則右側通行禁止（原則）になったことや、イヤホンをつけ

音楽を聴いたり、携帯電話を操作しながら（周りの音が聞こえなかったり、前を良く見てい

なかったり）の運転など危険な行為が目立ち始めたことでした。（時には罰金があります）

そして自転車に保険をかけることも珍しくなくなりました。ある裁判では自転車と歩行者が

衝突し、歩行者が亡くなったため、8000 万円もの損害賠償が言い渡されました。このように

これまでは自転車は常に被害者になると思われがちでしたが、最近は自転車が加害者になる

ケースが多くあります。自転車は免許証も必要なく、手軽に乗れる“車”ですが、交通ルー

ルを守って、安全に注意しながら乗らないと、思いがけない事故を招きます。あなたの運転

は大丈夫ですか？また、当然被害者になることもあります。自転車は自分の身を守ってくれ

るボディはありません。倒れると必ず自分の身を傷つけます。特に頭、心臓、脊髄など人体

の主要部も簡単に傷つきます。事故を起こすと、すぐに命にかかわることになります。加害

にも被害にもならないように、並進の禁止、一旦停止をする、信号を守る、二人乗りをしな

いなどほぼ車と同じルールをしっかり守ってください。「私のことではない」「自分は大丈

夫」なんて根拠のないことで安心していると大変なことになります。私が、みなさんの自転

車の運転を見ていると「ヒヤッ」とすることがありますよ。あなたは大丈夫？ 

 ～ 保護者のみなさまへ ～ 
 日ごろは本校の教育活動にご理解、ご協力いただきありがとうございました。 

 先日の学校評価に次年度の年間行事予定が早めに分かると助かります、とのご意見をいた

だきました。現時点での予定を港中学校ＨＰ「学校経営方針」に掲載しました。申し訳あり

ませんが、あくまで今の予定ですので、日時等変更になることがあります。目安としてご覧

下さい。よろしくお願いいたします。 

今 後 の 予 定  

◎平成３０年度卒業式   ３月 ８日（金） ９時４５分 開式 

◎平成３０年度修了式   ３月１９日（火）  

◎平成３１年度始業式   ４月 ５日（金） 

◎平成３１年度入学式   ４月 ６日（土） ９時４５分 開式 


